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Ⅰ 研 究 の成 果(1000字 程 度),
1.芳香族 ジア ミンに対 して,二 つ の酸無水物部位の反応性が大 きく異
なる非対称脂環式二酸無水物DAn(右図)を用いて両親媒性交互共重合
ポ リイ ミ ドの合成 を試 みた.具 体的 には,親 水部位 としてスルホン酸基
を有するジア ミンを用い,オ キシエチレン基を有す るジア ミンとの両親
媒性交互共重合ポ リイ ミ ドの合成 をおこなった.ス ルホン酸基 を有する交互共重合ポ リイ
ミドは,緩 衝溶液 中で分子集合体 を形成す ることがわかった。これまでに水中でポ リイ ミ
ドが分子集合体 を形成 した とい う報告はな く,自 身が初の例 となる.両 親媒性交互共重合
ポ リイ ミ ドは水 中で,濃 度の違いにより粒径が大き く変化す ることが動的光散乱測定によ
りわかった.そ こで,TEM観 察 と色素導入実験に より集合形態 を調べた ところ,わ ずかな
濃度変化 によりミセル とベシクルの双方 を形成す る興味深 い現象が見 られた.
2.DAnの反応性 を利用 して親水性 ジア ミンと疎水性 ジア ミンを交互に導入できることが
わかっている.そ こで側鎖 に光分解す る官能基 を有す る疎水性ジア ミンを用い,親 水部位
と疎水部位 が交互に導入 された両親媒性交互共重合 ポ リア ミ ド酸を合成 し,架 橋す ること
により,水 中でも安定に存在できるSheH cross linked micelle(SCM)の調製 を試みた.ま
た光照射によ り側鎖 を分解 させ ることによ りコア内に空孔 を有
す るポ リマー 中空微粒子 の創製 も目指 した.現 在,側 鎖 にニ ト
ロベ ンジル基 を有す るジア ミンの合成 に成 功 してお り,紫 外光
により側鎖が分解することがわかっている.(右図)
そ こで親水部位 としてスル ホン酸基を有するジア ミン,疎 水部
位 としてニ トロベ ンジル基 を有す るジア ミンを用い両親媒性交互共重合ポ リア ミ ド酸の合
成 を試みた ところ,両 親媒性交互共重合 ポ リア ミ ド酸お よびランダム型ポ リア ミド酸の作
りわけに成功 した.ま た両親媒性交互共重合ポ リア ミ ド酸は,20%THF水溶液中で,分子
集合体 を形成す ることがわかった.現 在,分 子集合 体のシェル部 を架橋す ることによ り水
中でも安定に存在 できるShell cross linked micelle(SCM)の調製をお こなってい る。
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